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決算審査特別委員会審査報告書 

認定第１号 令和７年度 山元町一般会計歳入歳出決算認定について 

認定第２号 令和７年度 山元町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定について 

認定第３号 令和７年度 山元町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

について 

認定第４号 令和７年度 山元町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

認定第５号 令和７年度 山元町水道事業会計歳入歳出決算認定について 

認定第６号 令和７年度 山元町下水道事業会計歳入歳出決算認定について 

  

本特別委員会は、令和８年９月１１日付けで付託された議案を審査した結果、

次の意見をつけて原案のとおり認定すべきものと決定したので、山元町議会会

議規則第７６条の規定により報告します。 

 

１ 特に留意すべき意見 

 ⑴ 監査委員から指摘のあった町の魅力や価値を内外に発信する包括的なイ

メージ戦略については、財政運営のみならず町全体のガバナンスに関わる

重要な課題として重く受け止め、全庁的な体制のもとで具体的な改善に取

り組むよう強く求める。 

 ⑵ 地域おこし協力隊については、ふるさと納税・移住定住・空き家対策など、

町が抱える課題の解決に資する人材の確保に努めるとともに、活動実績や

事業効果を検証するよう求める。 

 ⑶ 移住定住の支援策については、先進市町を参考に支援対象者の限定や絞

り込み、支援者の選定方法の工夫、空き家の積極的な活用などにより、喫緊

の課題である人口減少、少子化対策に繋げるよう求める。 



 ⑷ 職員定数の見直しと会計年度任用職員との構成割合の是正に努め、業務

の平準化と時間外勤務の削減に繋がる適正な職員配置を図るとともに、働

き方改革と職員採用に資する体制を再構築するよう求める。 


